
まえがき＝快削鋼の被削性向上に鉛（Pb）の添加が広く
行われているが，環境問題から，Pbを含まない快削鋼の
開発が要望されている。 いくつかの方法で焼きならし後，1 100℃×30min でオーステナイト化し水冷で焼入れた ｡ 焼戻しは，580-600℃×2h，水冷の条件で実施したが，焼戻し温度は，硬さをHVで約 270 に合せるために調整した ｡ また，比較鋼として，実機溶製の Pb添加鋼（L1＝0.07％添加と L2＝0.20％添加）







　Mg（＋Ca）添加により横目靭性の向上が確認できた ｡ 
これは，従来から知られている硫化物の展伸抑制だけで
なく，均一分布の効果も大きいことが明確になった。
　Mg（＋Ca）添加によりドリル寿命と超硬旋削工具寿命
が改善できた。 超硬旋削工具寿命改善は，酸化物の組成
制御によるベラーグの生成が理由と考えられるが，切削
抵抗の減少も観察され，これらの効果が合わさって工具
寿命改善に寄与している ｡
　


